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史
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史
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入
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近
こ
ル
ー
プ
で
の
学
習
に
組
み
込
ま
れ
て

ろ
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
定

，6

～`、

の

～

.
＾
｀〗史

•

こ
に
重
要
な
カ
ギ
が
隠
さ
れ
て
い
る
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
自
分
の
人

t

五

年
前
後
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

分

．‘0]

こ
と
に
気
付
い
た
。
目
的
よ
り
も
手
生
に
お
け
る
主
分
岐
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史
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